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4週間のクロレラ摂取によりヒトの分泌型免疫グロブリンAの分泌速度は増大する 

第9回日本抗加齢医学会総会 (２００９) で発表 

 

〔研究目的〕 

風邪やインフルエンザなどの病原体や異物の侵入に対して、唾液中に含まれる分泌型免疫グロブリ

ンA（SIgA）は喉などの粘膜防御において重要な役割を果たしています。クロレラの経口摂取によりラット

の免疫機能が高まったという報告や、ヒトの母乳中のIgA濃度が増大した報告などから、クロレラ摂取が

唾液中のSIgA分泌に与える影響について検討するため臨床試験を行いました。 

 

〔試験方法〕 

健康な成人男性 21 名を対象に盲検法によるクロスオーバー試験を実施しました。被験者には 4 週間

に亘りクロレラ粒またはプラセボ粒を 1 回 15 粒、1 日に 2 回、計 30 粒摂取してもらい、摂取の前後に唾

液の採取を行いました。唾液採取は滅菌綿を 1 回/秒、2 分間咀嚼することで採取しました。採取したサ

ンプルから唾液の分泌速度と SIgA 濃度を測定し、そこから SIgA の分泌速度を算出しました。得られた

値はプラセボ群（P 群）、クロレラ群（C 群）の各々摂取前後でＴ検定を実施しました。 

 

〔結 果〕 

 被験物質の摂取率は P 群で 97.0±1.0％、C 群で 95.2±1.4％であり両群での差は見られませんでした。

SIgA 濃度について、P 群では摂取前後で変化しませんでしたが（p = 0.19）、C 群では摂取後び有意な増

加が見られました(p < 0.01)。唾液分泌速度に関しては両群ともに摂取前後の変動は見られませんでし

た（p = 0.23 及び p = 0.73）。SIgA の分泌速度は P 群では摂取前後で変化しませんでしたが（p = 0.32）、

C 群では摂取後に有意に増大しました（p = 0.0.1）。 

 以上より、クロレラの 4 週間摂取により唾液中の SIgA 濃度と SIgA 分泌速度が増大し、口腔内免疫機

能が向上することが示唆されました。 
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